
北
京
は
黄
金
の
秋
を
迎
え
、
絢
爛
た
る
紅
葉
に
山
の
木
々
も
す
っ
か
り
色
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
爽
や
か
で
気
持
ち
の
良

い
季
節
に
私
た
ち
は
第
十
回
琉
球

・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
、

今
回
の
主
催
者
側
、
中
国
第
一
歴
史
橿
案
館
の
全
職
員
を
代
表
し
、
謹
ん
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
お
祝
い
申
し
上
げ
、

ご
参
加
の
専
門
家

・
研
究
者
の
皆
様
に
心
よ
り
歓
迎
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。

尊
敬
す
る
来
賓
、
専
門
家
、
研
究
者
の
皆
様

尊
敬
す
る
日
本
沖
縄
県
教
育
委
員
会
教
育
長

ご
来
場
の
皆
様

楊
継
波
先
生

大
城
浩
先
生

尊
敬
す
る
国
家
橿
案
局
副
局
長

・
中
央
櫓
案
館
副
館
長

中
国
第

一
歴
史
櫓
案
館
館
長

第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て

胡

旺

林
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指
折
り
数
え
て
み
ま
す
と
、
私
た
ち
と
沖
縄
の
友
人
の
皆
様
と
の
学
術
協
力
は
す
で
に
二

0
年
の
年
月
を
経
て
お
り
ま

一
九
九

一
年
、
中
国
第

一
歴
史
櫓
案
館
と
沖
縄
県
教
育
委
員
会
が
交
わ
し
た
「
中
琉
歴
史
関
係
学
術
交
流
に
関
す
る

覚
書
」
に
よ
っ
て
、

双
方
の
協
力
の
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。

々
な
形
式
の
学
術
交
流
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

九
九
八
年
、

二
0
0
三
年、

二
0
0
九
年
と
引
き
続
き
協
議
書
を
締
結
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

二
0
年
間
、
沖
縄
県
教
育

委
員
会
の
招
聘
に
よ
り
、
中
国
第

一
歴
史
橿
案
館
は
毎
年
沖
縄
に
研
究
者
を
派
遣
し
、
訪
問
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

二
0
1
0
年
十

一
月、

そ
れ
以
来
、
私
た
ち
は
定
期
的
な
友
好
交
流
を
維
持
し
、
様

私
は
数
名
の
同
僚
と
と
も
に
招
聘
に
よ
り
沖
縄
を
訪
問
し
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
心
の
こ
も
っ

た
お
も
て
な
し
を
受
け
、
相
互
協
力
を
深
め
る
た
め
の
広
範
な
話
し
合
い
を
行
っ
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
お
り

ま
す
。
現
在
ま
で
に
、
私
た
ち
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
隔
年
で
交
互
に
主
催
し
て
お
り
、
今
回
を
入
れ
て
十
回
の
開
催
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
定
期
的
に
行
わ
れ
る
学
術
交
流
活
動
は
、
私
た
ち
が
友
好
の
架
け
橋
を
築
く
上
で
、
中
琉
歴
史
研

究
を
切
磋
す
る
学
術
的
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
提
供
し
、

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
協
力
し
て
努
力
と
オ
知
を
傾
け
て
き

二
0
年
来
の
、
中
国
第
一
歴
史
櫓
案
館
と
沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
相
互
協
力
は
す
で
に
豊
か
な
成
果
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
、
中
琉
歴
史
関
係
橿
案
系
列
の
図
書
で
あ
る
「
選
編
」
や
「
続
編
」
な
ど
の
八
冊
の
編
纂
、
『
中
琉
歴
史

関
係
構
案
』
叢
編
ニ―

冊
の
出
版
な
ど
、

公
開
さ
れ
た
清
代
中
琉
関
係
橿
案
史
料
は
累
計
で
三
一

0
0件
余
り
と
な

っ
て

い
ま
す
。
学
術
研
究
面
で
は
、
す
で
に
出
版
さ
れ
た
中
琉
歴
史
関
係
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
論
文
集
は
九
冊
、
発
表
さ
れ
た
論

ま
し
た
。

す
。

一
九
九
一
年
に
こ
の
覚
書
を
交
わ
し
て
以
降
、

一
九
九
六
年
、
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文
は
六
六
編
に
上
り
ま
す
。

表
奏
文
書
展
」
を
開
催
し
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

沖
縄
側
で
も
、

の
中
琉
歴
史
関
係
櫓
案
資
料
の
整
理
と
活
用
は
、
中
琉
歴
史
研
究
に
対
し
て
手
堅
い
土
台
を
築
き
、
中
琉
歴
史
関
係
の
研

究
領
域
を
大
幅
に
切
り
開
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
歴
史
問
題
に
関
す
る
学
術
研
究
は
、
中
日
両
国
双
方
の
社
会
に
お

い
て
各
界
の
専
門
家
の
関
心
、
支
持
、

皆
様
、
本
日
開
催
さ
れ
ま
す
第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
「
明
清
櫓
案
と
中
琉
歴
史
関
係
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

共
同
し
て
中
国
第

一
歴
史
櫓
案
館
と
沖
縄
県
教
育
委
員
会
と
の
過
去

二
0
年
間
の
協
力
の
成
果
を
回
顧

・
総
括
し
、

に
中
琉
歴
史
関
係
研
究
上
の
よ
り
深
い
レ
ベ
ル
で
の
協
力
の
可
能
性
を
模
索
し
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中

日
双
方
か
ら
四
名
の
専
門
家
が
学
術
報
告
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
専
門
研
究
は
、

櫓
案
史
料
の
整
理
と
中
琉
歴
史
研
究
と
が
、

n

こ
し
、

カ

t

ま
た
異
な
る
角
度
か
ら
中
琉
歴
史
関
係
の
中
の
よ
り
深
い
問
題
に
つ
い
て
解
明
し
て
く
れ
る
こ
と
を
、

最
後
に
、

は
専
門
家
の
素
晴
ら
し
い
学
術
報
告
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

お
互
い
が
訪
問
交
流
の
た
め
に
派
遣
し
た
研
究
者
は
の

べ
百
人
余
り
に
な
り
ま
す
。
双
方
は

現
存
す
る
貴
重
な
文
献
資
料
『
歴
代
宝
案
』
の
校
訂

・
出
版
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

一
連

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
、

そ
し
て
参
加
を
得
る
こ
と
で
、
中
琉
歴
史
関
係
研
究
の
舞
台
は
ま
す
ま
す
拡
大
し
、

と
も

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
側
面
か
ら
、
中
琉

双
方
相
ま
っ
て
よ
り
よ
い
効
果
を
収
め
る
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
ら

そ
し
て
専
門
家
、

私
た
ち

研
究
者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
康
を
心
よ
り
祈

道
も
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
密
接
に
協
力
し
合
い
、
沖
縄
県
公
文
書
館
は
、

一
九
九
五
年
と

二
0
0
0
年
の

二
度
に
わ
た
り
「
清
代
琉
球
国
王
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二
0
―
二
年
＋
月
二
十
九
日

念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

（
翻
訳
帆
刈
浩
之
）
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尊
敬
す
る
大
城
浩
教
育
長

尊
敬
す
る
胡
旺
林
館
長

国
家
橿
案
局
を
代
表
し
、
楊
冬
権
館
局
長
に
代
わ
り
、
第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
会
議
が
円
満
に
成
功
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

国
家
椙
案
局
は
今
回
の
第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
大
変
重
視
す
る
と
と
も
に
、
大
い
に
支
持
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
本

日
、
楊
冬
権
館
局
長
は
出
張
の
た
め
、
私
が
代
理
と
し
て
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
中
琉
歴
史
関
係
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
す
で
に
二
0
年
余
り
の
歴
史
が
あ
り
、
数
々
の
満
足
す
べ
き
成
果
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
今
後
と
も
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

ご
参
加
の
皆
様

中

央

櫓

案

館

国

家

櫓

案

局

副

館

局

長

楊

継

波

第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
よ
せ
て
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（
翻
訳
帆
刈
浩
之
）

私
は
か
つ
て
、
中
国
第
一
歴
史
櫓
案
館
副
館
長
と
し
て
、
沖
縄
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
こ

と
が
あ
り
、
当
時
の
教
育
長
か
ら
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
事
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
沖
縄
は
私
た
ち
に
深
い
印
象

を
残
し
、
私
た
ち
は
沖
縄
の
友
人
た
ち
と
深
い
友
情
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
本
日
、
第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
、
あ
ら
た
め
て
会
議
の
ご
成
功
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

二
0
―
二
年
十
月
二
十
九
日

(10) 
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